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為

信

集

と

源

氏

物

語

今

井

源

衛

宮

内
庁
書

陵

部

に

「
為

信
集
」

と
名

附

け

る
二
種

類

の
家

集

が

あ
り
、

共

に
桂

宮
本

叢
書

に
収

め
ら

れ

て

い
る
。

そ

の
中

の

一
が
内
容

上
源

氏
物

語

ど

密
接

な
関

係

の
あ

り
そ
う

な

と

こ
ろ
か

ら
「

そ
れ

が
紫

式

部

の
母
方

の
祖

父
為

信

の
歌
集

で

は
な

い
か

と

の
説

が

あ
り
、

こ
れ

に
対

す

る
反
論

も

あ

っ
て
、
従

来
問

題

と
な

っ
て

い
(憂

以

下

、
そ

れ

に

つ
い
て
私
見

を
,述

べ
て

み
た

い
。

一

こ
の
歌
集

は
本

文
巻

頭

に

「
為

信
集
」

と
あ

り
、
29

(
天
理
本
巻

頭

)

「
う
く

ひ
す

の
」

の
詞
書

、

作
者

名

に

「
返
し
、

た

め

の
ふ
」

と
あ

る
。

こ
れ

は
28

「
あ

ふ
さ

か

の
」

が

父
か

ら
贈

ら
れ
た

歌

で
あ

っ
て
、

そ

れ
に

対

す

る
返

歌
で
あ

り
、

「
為

信
」

な

る
人
物

が
こ

の
歌

集

の
作

者

で

あ
る

こ
と

は
否
定

で

き
な

い
様

で
あ

る
。
尤

も

零
本

の
天

理
本

で
は
逆

に
、

「

う

く

ひ
す

の
」

が
先

で
作
者

為

信
、

父

の
返
し

が

「
あ

ふ
昏

か
の
」

で
後

と
な

っ
て

い
て
、

こ
の
方

が
歌
意

に
ふ
さ

わ
し

い
よ
う

で
あ
る
。

天
理
本

は
鎌
倉

初
期

写

で
あ

る

か
ら
、

こ

の
方

に
従

う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

し

か
し

こ

の
ば
あ

い
に
も

、

「
為

信
」
を

家
集

作
者

と

み
る

の

に
差
支

え
は
起

ら

な

い
.

し
か

し
、
為

信

の
姓

に

つ

い
て
は
、
歌

集
全

体
を

通

じ
て
、
何

等

根

拠

と
な
る

も

の
は
な

い
、
藤

原

か
と

み
ら

れ
て

い
る

の
は

、
姓

が
記

さ

れ

な

い
ば
あ

い
藤

原
氏

で
あ

る

こ
と

が
割

合

に
多

い
と

い
う

か
な

り
不
確

実

な
常
識

が
あ
る
為

で
あ
ろ
う

か

、
し

か
し

、
そ

れ
を
裏

切

る
事

実

は

い

く

ら

で
も
あ

り
、

あ

て
に

は
な
ら

な

い
、

こ
の
歌

集

の
成

立
年
代

に

つ
い
て

は
、
他
書

に
記
述
す

る

も

の
は
な

く

推
定

の
手

が

か
り

は
専

ら
内
部

徴
証

に
求

め

ね
ば

な
ら

ぬ
。
書

陵
部
本

の

外
題

や
扉

に
記

す

「
従

三
位
為

信
集
」

は
、
桂

宮
本

解
題

の

い
う
通

り
鎌

倉
期

歌

人
、
法

性
寺

藤

原
為

信
と

の
混
同

で

あ

っ
て
明

ら
か

に
誤

つ
て

い

る

.
天
理

本

の
出

現

に
よ

っ
て
も
本
書

の
平
安

時
代

成

立
は
間

違

い
な

い

。
で

は
平
安
時

代

の
何
時

ご

ろ

か
。

成

立

の
上
限

を
決
定

す

る
材
料

は

'

(
1
)

52

「
あ

ち
き

な
く
」

の
詞
書

に

「
六

は
ら

に
ま

て

・
、

い
ふ

か
せ

お
ろ
す

と

て
、

い
そ
き

て

か

へ
る
」

と
あ
る

こ
と
.

で
あ

る
。

「
六

は
ら
」

は
六
波

羅

密
寺

で
あ

り
、
通

称
六

波

羅
寺

と
も

い

う

.

こ
れ

が
平
安

人

の
信
仰

を
集

め

て

い
た

こ
と

は
、
大

鏡
実

頼

伝
に

佐

理
筆

の
額

が
あ

っ
た

こ
と

が
見

え

る
外

、
法
華

験
記

上

、
今
昔

物
語

十

三

1



昏

・
十
七
、

拾
遺
径

生

伝
中

、
江

談
抄

六
、
古

事
談

五

、
十

訓
抄

元
、
等

に

多

く

の
説
話

を
見

出

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て
明

ら

か

で
あ
ろ
う
。

「
六

は
ら

」

に
詣

つ
る

と

い
え
ば
、

こ
の
寺
を
指

す

と
見

て
よ

い
の
で
あ

る
。

こ

の

寺

は
扶
桑

略
記

に

「
応
和

三
年

八
月

廿
三

日
、
空

也
聖

人

、
鴨
河

東
岸

建
」

堂
供
養

」

と
あ

り
、

拾
芥
抄

に

も

「
空

也
上

人

建
立
」

と

あ

る
。

こ
の
材

料

は
応

和

三
年

(
九

六
三

)
八
月

以

降

の
も

の

で
あ

る

こ
と
確
実

で
あ
る
。

つ
ぎ

に
問
題

と

す

べ
き
は

φ

(
2
)

17
・
「
あ

き

の
よ

の
」

の
詞

書

に

「
七
月
七

日

か
む

し
に
」

と

あ
る

こ
と
。

で
あ

る
。

七
夕

が
庚

申
に
当

る

日

の
こ
と

に

つ

い
て

は
、
百

煉
抄

十
三
後

堀

河

天
皇

嘉

禄

二
年

七
月

七

日
条

に
、

所

々
展
宴

席

、
七

夕
相

当
庚
申

、

貞
観

元
年

延
喜

十

六
年
永

観
元

年

寛

弘
六

年
長

久
元

年
長

承

二
年

是

也

と
あ

る
。

右

の
記

事
を

念

の
為

日
本

記

略

そ

の
他

に
当

っ
て
調
査

し

て
も

間
違

い
は
な

く
、

又

こ
れ

ら
以
外

に
七

夕

庚
申

の
年

は
な

い
。

右

の
中

、

応
和

以
前

に
属

す

る
貞

観
と

延
喜

の
二

度

は
省

き
、
残

る
四

回

の
ど

れ
を

採

る

か
に

つ
い
て
は
、

以
下

の
検

討
を

要
す

る
。

(
3

)

5

の
歌

と
詞
書

は
次

の
通

り

で
あ

る
。

花

山
院

は

う
し
と

い
ふ
物
を

見

て

は

な

の
や
ま

む

か
し

の
ち
き

り
あ

り
な

か

ら

ぬ
し

な
き

は

る
は

に
ほ

は
さ

り
け

り

某
年

春

の
作
。

「
は
う

し
」

は
正

し
く

は

「
ほ
う

し
」

で
法

事

の

こ
と

で

あ

ろ
う
。

「
花

山
院

」

の

「
ぬ
し
」

で
あ

っ
た
人

が
死

ん

で
作
者

は
彼

と

と
往
時

の
縁
故

が

あ

っ
た

か
ら
、
今

そ

の
追
悼

法
会

に
感

一
入

と

い
う

の

で
あ

ろ
う
。

こ

の

「
花

山
院

」
と

い
う
邸

宅

は
何

か
。

拾
芥

抄

に
は

近
衛

南
東

洞

院
7
東

一
町

、
本
名

東

二
条

云

々
式

部
卿

貞
保
親

王
家

貞
信

公
伝

領

、
住
小

一
条
之

開
号

之
東
家

九
条

殿

令
給
外

家

、
冷
泉

院

此

処
立
坊

う
花

山

院
伝
領

と

あ
る
。

ま

た
大
鏡

・
栄
花
物

語
等

に
よ

れ
ば

、
花
山

法
皇

は
叔

母

に
当

る
伊

争
第

九
女

(九

の
方

)

が

こ
こ
に
住

ん

で

い
た

の

で
、
彼

女

と
結
婚

す

る

に
及
び

、
院
も

こ
こ

に
同

居
す

る

に
至
り
、

そ

の
時

機

は
お

そ

ら
く

正
暦

三

年

(九

九

二
)
末

か

同

四

年

初

ご

ろ

と

思

わ

拠
ボ

。
ま

た

、

こ

の
邸

宅

は
も

と
も

と
、
東

一
条

院

と
よ
ば

れ

て
い
た

の
で
あ

っ
た
が

花

山

院

と
呼

ば

れ
る

に
至

っ
た

の
は
、

こ

の
花

山
法
皇

が
住

む
様

に
な

っ
て
か

ら

の
こ
と
と
思

わ

れ
る
。

尤

も

、
古

今
著
聞

集
十

九

に
は

、
花

山

院
と

い
う
邸

宅
名

に

つ
い
て
、

貞
保

親
王

が

四
方

の

つ
い
ち

の
上

に
は
な

で
し

こ
を

ひ
し
と

う
ゑ

ら
れ

た
り

け
れ

ば

、
花

の
盛

り

に
は
色
く

さ
ま
ぐ

に
て
繍

を
山

に
お

ほ

へ
る

に

似

た

り
。
こ
れ
に

よ

り
て
花

山

の
号

は
あ

り

と
申
け

る
。
ま

こ
と

に
や

と
記

し

て

い
る
。

し

か
し
、

こ

れ
は
、
大

鏡
伊

サ
伝

に
見

え
る
花

山
院

に

関

す

る
記

事

、

な

で
し

こ

の
種

を

つ
い
ち

の
上

に
ま

か
せ

た
ま

へ
り

け
れ
ば

、
思

ひ

が

け
ぬ
四

方

に
、

い
ろ
く

の
か
ら

に
し

き
を

ひ
き

か
け

た
る

や
う

に
咲

き
た

り

し
な

ど
を
見

給

へ
し

は
、

い
か

に
め

で
た
く
侍

り

し

は

と
述

べ
て

い
る

こ
と
を

誤
り
伝

え

た

い
も

の
と
察

せ

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

何

故

な
ら

ば
、花

山
天
皇

は
寛
和

二
年

六
月

、有
名

な
兼
家

ら

の
陰

謀
と

庄

力

と
に
敗

れ

て
、
自

ら
宮

中

を
脱

け
出

て
、

洛
東
花

山

寺

(
正
式

の
称

は
元

慶

早
。

花

山

守

の
称

は
、

こ
の
地

が
山
科
花

山

で
あ

る
こ
と

に

よ
る

)

に
入

り
出
家

し

た
。

そ
れ
故

に
以
後

「
華

山
法

皇
」

の
称

を
得

た
も

の

2



ら

し

い
。

日
本

紀

略
寛
和

二
年
六
七
月
頃

の

一
条

に

「
花

山
院

法
皇

、
着

藁
履

登

台

山

(
下

略

)
」

と
あ

り
、
同

じ

く
永
延

二

年

(
九
八

八

)
十
月

条

に
も

「

(
円
融

)
法

皇
差

使

於
鎌
蔵

、
奉

訪

花
山

天
皇

」

と
あ

る
。
紀

略

は
後

世

の
編

纂

物
故

問
題

が

あ
る

と
す

る
な

ら
ば

、
小

右
記

同
年

十
月

二
十
九

日
条

に
も

右

の
こ
と
を

「
暁
更
差

右
頭

実
方

、
法

皇
遣

花

山
帝
御

房

、
御

蒲
鞍

(下

略

)
」

と
記
し

て

い
る
上

に
小

右
記

永
柞

元
年

十
月

二

十

一
日
条

に
も

「
花

山
法
皇

御
使

菅

原
元

輔

(下
略

)
」

と

あ
る

の
は
、
何

よ
り

の
証
拠

で
あ
る
。

一
条

院

や
冷
泉

院

の
場
合

に

は
邸
宅

名

が
も

と

に

な

っ
て
、
法
皇

号

が
生

れ
た

の
で
あ

る
が

、
花
山

院

の
場

合

は
逆

で
あ

り

、

し

た

が

っ
て
、

邸

宅
名

と
し

て

の

「
花

山
院
」

が
正

暦

三

・
四
年

以
前

に
現

れ
る

こ
と

は
な

い
の
で
あ

る
。

と

こ

ろ

で
、

こ
の

「
花

山
院
」

の
邸
宅
名

は

、
法
皇

が
寛

弘

五
年

二
月

八

日

に
崩
御

後

ま
も

な

く
用

い
ら

れ
な
く

な

っ
た
ら

し

い
。

小

右
記

の
長

和

三
年

(
一
○

一
四

)
十

二
月

十
七

日
条

に

丑

剋
許

当
丑

寅
方

有
焼

亡
之
由

、
義

光

申
、
驚

起

見
之
遣

随
身

、
即

帰

来

云
、
皇
后

宮
御

領

元
華

山
院
者

、
小

一
条

殿

東
隣

也
、
中

務
卿

・

親

王

、
修

理
太

夫
住

(中

略

)
大
僧
正
御

修

理

(善

力
)
壇

所
舎

不

焼

、
東
対

南
舎

廊
等

皆
悉
焼

亡

(下

略

)

と
あ

り
、

同
年

十

二
月

二
十

六
日
条

に

も
、
法
太

后

宮
御

仏
名

の
こ
と

に

つ
き

僧
正

奉
仕

百

日
御
修

法
近
候
皇
后
宮

御
領

処

、
号

故
華

山
院

耳

と
あ
る
。

要

す

る
に
、

こ

の
邸

は
院

山

法
皇

崩
御
後

長

和
三

年
ま

で
の
間

に
三
条

天
皇

皇

后

子

(
済
時

女

)

の
所
領

と
な

り

、
そ

の
腹

の
敦
儀
親

王

や
兄

の
通
任

ら

が
住

ん

で

い
た
が
、

そ

れ
に
随

っ
て

「
花

山
院
」

の
称

に
も

「
元

」

と

か

「
故

」

と
か
附

け

て
し

か
よ
ば

れ
な

く
な

っ
て

い
た
わ

け

で
あ

っ
て
、

や

が
て
火
災

に
か

か

っ
て
主

要
な
殿
舎
が
焼

け
落

ち
修

法

壇

の
み
が
残

っ
た
。

「
花

山
陣

の
」

邸
宅
名

は
平
安
中

期

に

は
、
正
暦

四

年

(
九
九

三

)
か

ら
寛

弘
五

年

(
一
〇

〇
八

)
ま

で
、
花

山
法
皇

在

住
期

間

及
び
そ

の
直

後

ま
も

な
く

ま

で
用

い
ら
れ

た
称
号

で
あ

っ
て
、
長
和

二

・
三

年
ご

ろ
に

は
殆

ん
ど
用

い
ら

れ
な

く
な

っ
て

い
た

の
で
は
あ

る
ま

い

か
。も

っ
と
も
平

安
末

期

に
は
別

に
花

山
院

の
称

を
有

す
る
人
物

が
現

れ
る

。

藤

原
家

忠

(師
実

男

、
正

二
位

、
左
大

臣

、
保

延

二
年

五
月

廿
四

日
亮

七
十

五
才

)
と
藤
原

忠

雅

(家

忠

の
孫
。
従

一
位
太

政
大
臣

、
建

久

二
年

八
月

二
十
六

日
莞

六
十

九
才

)

で
あ

る
。

し
か

し
忠

雅
は
、
む

し

ろ
鎌
倉

期

の
人
と

い
う

べ
く
、

や

・
時

下

ガ
下

り
す

ぎ
る
上

に

、
前
述

の
平

安
時

代

四

度

の
七
夕

庚
申

の
最

後

の
長
承

二
年

(
一

=
二
三

)
に
は
僅

か
十

一

才

で
あ

っ
て

「
花

山
院

の
ぬ
し
」

に

は
ふ

さ
わ

し
く
な

い
。

家

忠

は
風
雅

で
名

が
高

い
上

、

こ
の
と

き
七
十

二
才

で
適

当

だ
が
、
詞

書
中

の

「
は
う

し
」

を
年

忌

の
意

に
と

れ
ば

、
五
月
末

に
莞
じ

て
い
る
か
ら

、
季
節

が
合

わ
ず

、
四
十
九

日
、

百
日

等

と
解

し

て
も

、
や

は
り
歌

の

い
う
う春

に
は
な

ら

な

い
。

歌
集

の
歌

風

が

ど
う
も
平

安
末

ら
し

く

な

い
の
と
相
侯

っ
て
、

こ

の
二
人

は
落
第

で
あ
ろ

う
。

そ

の
点

、
花

山
法
皇

の
年
忌

は
、

二
月

八

.

日

で
春

で
あ

り
、
為
信

集

の
恋

の
贈
答

が
多

い
こ
と

や
措
辞

表
現

な

ど
平

安
中

期

の
歌
風

に
も

ぴ
た

り

で
あ
る
。

こ

れ
を
花

山
法
皇

の
年

忌

の
折

の

作

と

み
て
間
違

い
は
な

か

ろ
う

。

し

か
も
前
述

の
如

く
、

こ

の
邸
宅

は
長
和

三
年

ま
で
に
は
、
持

主
も

住

む
人
も
院
に
は
関

係

の
な

い
人

と
変

り
、

「
花

山
院
」

の
称

号
も

ほ
と

ん

ど
用

い
ら

れ
な
く

な

っ
て

い
た
上

に
、
同

年
邸

宅

の
主
要
部

分

も
焼
失

し

て
は
、

こ
と

に
花
山
法

皇

の
追
悼

法
会

な

ど
行

わ
れ

る
は
ず
む

な

い
。

そ

3
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れ
故

、
こ

の
歌

は
寛

弘

五
年

の
翌
寛

弘

六
年

か
ら

お

そ
く

と
も
長

和

二
年

ご

ろ
ま

で

の
五

ケ
年
間

の
成

立

で
あ

り
、
私

は
、
先

に
述

べ
た
七

夕
庚

申

の
寛

弘

六
年

に
考

え
合

せ

て
み
る

と
、

も

っ
と
も

可
能

性

の
大

き

い
の
は

、

故
院

一
周

忌

の
寛

弘
六

年
二
月

八

日

だ
と
考

え

る

の
で
あ

る
。

右

の
推

定

に

一
見

障
害

と

な
り

そ
う

な
事
柄

が
あ

る
。

そ
れ

は
、

(
4

)

……

「
ひ
さ

か

た

の
月

の
か

つ
ら
を

」

の
詞
書

に

「
本
院

に
し

り

て
侍

人

を
、

た

い
め
は

ま

い
り

て
な

ん
と

て
、
四
月

】
日

こ
ろ

」

と

あ

る

こ
と
。

で
あ
る
。

一
般

に
本
院

と

い
え
ば

、
大

鏡
な

ど

の
記

事

に

よ

っ
て
直

ち
に

時
平

を
連

想

し
、

拾
芥
抄

に
も

、
本

院

は
時
平

邸

だ
と

し

、
尊
卑

分
脈

に

'

は
、
時
平

と

そ

の
男
敦

忠

が

「
本
院

」

の
称

を
有

す

る
と

あ
る
。

し

か
し
、
実

は

「
本
院

」

に
は

こ
う

い
う
個
有

名
詞

と

は
や

や
異

っ
た

用
法

も
あ

る

よ
う

で
、

た
と

え
ば

、
大
鏡

師
輔

伝

に

は
斎

院

(選

子

)

の

御
所

を

さ
し

て

「
例

は
本

院

に

か

へ
ら

せ
給

ひ

て
人

人

に
禄

な

と
た
ま

は

す

る
を
」

と
記

し

て
お

り
、

ま

た
権
記
寛

弘

入
年

八
月

二

日
故

一
条
院

法

会

に
関

し

て
、

御
認
論
、
本
院
信
濃
布
五
百
端

昼
夜
御
法
服
各

一
具

三
衣
筥

(中
略
)
内
裏
五
百
端
便
左
近
少

将
忠
経
朝
臣

三
百

端

、
東
宮

三

百
端

(
下

略

)

各
納
蒔

絵
衣
箱

蒔
絵

皇
太
后
宮
二
百
端
、
中
宮

と

あ
り

、

こ
こ

で
は

「本

院
」

は
冷
泉
院

を

さ
す

の
で
あ

る
。

冷
泉

院

の

崩
御

は
寛

弘
八

年
十

二
月

十
四

日

で
あ

っ
て
、

こ

の
時

は

な
お
在

世
中

で

あ

り
、

「
本
院

」

の
語

は
、
相

対
的

な
意

味

で
は
新

院

で
あ

る
東

三
条

女

院

詮
子

、
花

山
院

(
共

に
す

で

に
故
人

)
ら

に
対

す

る
称

と
察

せ
ら

れ
る

。

と
す

れ
ば

こ

の
語

は

、
花

山
院

が
法
皇

と

な

っ
た
前

述
寛

和

二
年

(
九

八

六

)
以
降

か
、
も

し
く

は

詮
子

が
女
院

と
な

っ
た
正
暦

二
年

(
九
九

一

)
九
月

十

六
日

以
後

に
冷
泉

院
を

指

し
て

用

い
ら
れ

は
じ

め
た

で
あ

ろ
う

こ
と

も
明

ら

か
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

こ
の
称
号

は

、
冷
泉
院

と

い
う

人

物

を
指

す

の

み
で

は

な
く

、
邸
宅

を
も

指
し

た
ら
し

い
。

冷
泉

院

の
崩

御

後

、
同

じ

く
寛

弘
八

年
十

二
月

七
日

の
故

冷

泉
院

七

々
斎
会

に

は

「
於

本

院
被

行

也
」

と

あ
る
。

冷
泉

院

と
時

平

邸

の

「
本

院
」

と

は
、
拾

芥
抄

に

よ
れ

ば
、

明
ら

か
に
場

所
を
異

に
し

、

こ
こ
に

い
う

「本

院

」

は
時
平

邸

で
は

な
く

、
冷
泉

院

(
本
院

)

の
居
住

さ

れ

た
邸
宅

を

い
う

の
で
あ

っ
て

冷

泉
院

と
同

一
物

で
あ

ろ
う
。

又

、
右
以

外

に
、
平

安
中

期

に
於

い
て

「
本
院

」

の
称
を

も

つ
邸

宅
は

管

見

に
は
入

ら

な
か

っ
た
。

か
く

し

て
、
為

信
集

に

い
う

「
本

院

」

は
、

年

代
的

に
見

て
時

平

や
敦

忠

の
邸

で
は
な
く

、
冷

泉
院

の
こ
と

と
推
定

さ

れ
る

の

で
あ
る
。

と
す

れ

ば
、

こ

の
歌

の
素

材

は
、
右

の
寛
和

二

年
も

し

く
は

正
暦
三

年
以

降
、

寛
弘

八
年

冷
泉

院
巌

後
ま

も
な

く
ま

で
の
間

と
認

め

て
さ
し

つ
か
え
な

い
こ
と

と

な
る
。

次

に
問
題

と
す

べ
き

は
、

(
5

)

「
こ
ま
」
、
と

い
う
名

の
女
房

が
現

れ
る

こ
と

即

ち

72

「
ふ
ゆ

く
さ

は
」

の
詞
書

に

「
み
ま

き

と

い
ふ
わ

ら
は
、

お

と
な

に
な

り

て
、

こ
ま
と

い
ふ
に
」

と
あ

り
、
　

「
は
ら

た
ち

て
」

の
詞
書

に

「
こ
ま

の
き

み
を
□

嫌

せ
ん
と

い
ひ
た
る

に
、

こ
と
人

に

あ

ひ
て

こ
ね
は

」

と

あ

り
、
　

「
ま

せ

の
う
ち

に
」

の
詞
書

に
も

「
こ
た

い
ふ
、

か
く
れ

侍

て
の
ち

、
そ

の
家

に
、

と

の

・
御
物

忌

に
お

は
し
ま

し

た
る

に
、
な

て

し

こ
を
う

へ
た

る
を

お
り

て
、

こ
ま

の
き

み
」

と
あ

る
。
作

者

は

幼
名

「

み
ま

き
」

と

い

っ
た
女

房

「
こ
ま

」

と
関
係

が
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

こ

の

「
こ
ま
」

と

い
う
名
の

女

房

に

つ

い
て

は
、
藤
本

一
恵

氏

の
詳
論

が
あ

り
、

「
小
馬

(
こ
ま

)

の
命

婦
」

と
呼

ば
れ

た
人

に
、

一
は
上

東

門

4
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院

女
房

、
摂

津
守

藤
原

棟
世

女

、
母
清

少

納
言

、
拾
遺

集

以

下
七

首
勅

撰

入
集

。

二
は
拾
遺

集
恋

四

の
作
者

、

元
良

親
王

と
恋

愛

関
係

あ

り
、

「
む

.

ら

こ
」

と
も

号
す

る
。

三

は
堀
河

中
宮

捏

子

(
兼
道

女

、
天

元
三
年

莞

)

切
激

房

、

「
小
馬

命
婦
集

」

の
作

者

の
三

人

が
あ

る
事
を
述

べ

て

い
ら

れ

る
。

又
右

以

外

に
も
四

に
、

紫
式

部

日
記
寛

弘

五
年

九
月

十
五

日
条

所

見

の

「
小
馬

↑

と

い
う
上
凍
網

院

の
女
房

で

「左

衛

門

佐

み
ち

の
ぶ

が
娘
」

と
注

さ
れ

て

い
る
人

も
あ

る
。

こ

の
中

、
前

述

の
正
暦

か
ら
寛

弘
末

年

こ

ろ
ま

で

の
年
代

に
該

当
し

な

い
二
と
三

は
省

く

こ
と

が

で
き
よ

う
。

残

っ

た

一
.
四

何

れ
も
上

東
門

院
女

房

で
あ

る
。

こ

れ
も

、
寛

弘
末
年

と
見

る

に
好
都

合

の
材
料

で
あ

ろ
う
。

二

つ
ぎ

に
、

こ
の
家

集

の
作

者
為

信

の
輪
廓

に

っ

い
て
さ
ら

に
さ

ぐ

っ
て

ゆ
く

こ
と

に
し

た

い
。

第

噌
に

は
、

1

「
我

ひ
と
り
」

の
詞
書

に
よ

れ

ば

「
中

納
言

石

山

に
ま

て
給

」
供

奉

に
出

、
醜

「
あ
す

か
川

」

・
悩

「
み

や

こ
に
は
」

の
詞
書

に

よ

れ
ば

、

「
中

将
殿

」

に
仕

え

て
石

山
参

り

の
供
を

し

た
り
、

物
名

歌

を

奉

っ
て

い
る

こ
と

が
分

り
、
貴

族

の
従
者

あ
る

い
は
家

司
階

級

の
人

で
は

な

い
か

と
察

せ
ら

れ
る
。

第

二
に

は

酩

「
人

は

み
な
」

の
詞
書

に
よ

っ
て

蔵

人
任

官

に
漏

れ

て
悲

し
ん

で

い
る

(後

述

)

こ
と

が
あ

り
、
官

位

は
お

よ

そ

六
位

に

は
達

し

て

い
た

と
想
像

さ
れ
る
。

第

三

に
は

、

41

「
草

の
葉

に
」

の
詞
書

に
よ
れ

ば
、

父
親

の
供

で
都

に
愛

人

を
遺

し

た
ま
ま

、
遠

い

地

方
に

下

っ
た
。

43

「
し

て

の
や
ま

」

の
詞
書

に
よ

れ
ば
、

父
親

が
死

に

そ

の
夢

を
見

た
。

15

「
む

か
し

み
し

」

の
詞
書

に

よ
れ

ば
、

亡
父

の
家

が

荒
廃

し

て

、
住

む
人
も

い
な
く

な

っ
た
。
第

四

に

は

50

「
う

や
ま

ひ
て
」

一51

「
き

み
か

お
る
」

の
詞
書

に
よ

れ
ば

「
か
う

け

い

(
天
理

本

「
良
世

」

あ
ざ

り
)

に

「
ほ
う

も
ち

(
宝
物

)
」

を

贈

っ
た
。
第

五

に

は
、

81

「
は

る

こ
と
に
」

の
詞
書

に
よ

れ
ば

、
若

菜

を

つ
ん

で
老
齢

を
嘆

い
て

い
る

(

後

述

)
。

第

六

に
、

85

「
世

の
中

を
」

の
詞
書

に
よ

れ
ば
、
他

人

か
ら

「

本
院

侍
従

集

」
を
持

っ
て

い
な

い
か

と
尋

ね
ら

れ
て

い
る
。

要

約
す

れ

ば
、

一

・
二

は
本

人

の
身

分
官
位

に

つ

い
て
六
位

の
官

人

と

の
見

当

が

つ
き
、
三

に
よ

っ
て
、

父

に
死
別

れ

た
こ
と

と
、

そ

の
家

が
さ

し

た
る
家

柄

で
は

あ
り

え
な

い
こ
と
が
知

ら

れ
、
第

四

に
は

、
あ

る

い
は

晩
年
出
家

の
疑

い
も

あ

る
か

と
思

わ
れ

る

が
不
確

実

で
あ

り

、
五

に
よ

れ

ば
、

少
く

と
も

三
十

五
才

は
越

え

て

い
た

で
あ
ろ
う

こ
と
を

、
六

に
よ

れ

ば
、
愛

書
家

文
学

好

き

と
し

て
評
判

さ

れ
る
可
能

性

が
あ

っ
た
と

い
う

こ

と
な

ど
が

云
え

よ
う
。

こ

の
最
後

の
事

は
家

集
全

体

か
ら

し

て
も
容
易

に

推

測

で
き

る

の
で
あ

る
。

.

右

の
こ
と
を
、

前
述

の
家

集

の
素
材

の
中

年
代

の
判

明
す

る

も

の
が
、

多

く
寛

弘

六
年
な

い
し
寛

弘
末
年

で
あ
る

こ
と
を

考
え

あ

わ

せ
る
と

、
作

者

の
凡

そ

の
年
令

も
察

せ

ら
れ

は
し
ま

い
か
。

前
節

の
3
故
花

山

院
追
悼

寛

弘
六

年
法

会

の
歌

「
は
な

の
や
ま

む
か
し

の
ち
き

り
あ

り
な

か
ら
」

の

文
字

に
意

味

を
認

め

る
な
ら

ば
、
作

者

は

か
な

り

の
年
令

と

み

て
よ

い
か

も

し
れ

な

い
。

そ

れ
は
蔵

人
任

官

に
漏

れ
た

悲
し

み
を
歌

っ
て
、

「
人

は

み

な
み

ね

の
う

ゑ
木

と

な
り

に
け

り
、

た

に

・
と
し

ふ

る
を

の

か
身

そ
う

き
」

と

い

っ
て

い
る

こ
と
と
思

い
合

わ

せ
ら

れ
る
。

こ
の
当

時

」
般

に
、

権

門

子
弟

で
な

い
か
ぎ

り
、
蔵

人
任

官

は
三
十
才

前
後

が
多

い
の

で
あ
り

為

信

は
、

こ

の
線

を
越

え

て
す

で
に
二

・
三
年

以
上

経

っ
て

い
る

か

の
如

く

で
あ
る
。

さ
り
と

て
ま

た
四

十
才

を
多

く
越

え
る

人

の
も

の
で
も

あ
る

ま

い
。

と

い
う

の
は

、
集

中

、
他

に
嘆

老
歌

の
類

は
皆

無

で
あ

り
、

こ

の

5



一
首

と

て
も

「
春

ご

と
に

わ
か
な

と

い
ふ
名

を
き

・
な
が

ら
わ

が
身

の
上

に
と

し
を

こ
そ

つ
め
」

と

い
う

の

で
、

狙

い
は

「
若
菜

」

と

「
我

が
名

」
、

「
摘
」

に

「
積
」

を

か
け

た
誹
譜

に
近

い
も

の
で
、
悲
傷

の
感

は
淘

に
浅

い
。

又

詞
書

も

「
と

し

の
お

い
に
た

る
事

を
な

げ
き

て
若
菜

つ
む
」

で
、

若

菜

を

モ
チ

ー

フ
と

し

た
も

の
で
あ

り
、

そ
れ

は
当
時

に
あ

っ
て

は
、
当

然

嘆
老

の
歌
を

よ
む

べ
き
場

合

な

の
で
あ

る
。

よ
し

ん
ば

事
実

上
老

年

で

あ

っ
た

と

こ
ろ

で
、
光

源
氏

の
如
き
も

、
三

十

五
才

に
し

て

、
自
ら

の
老

を

口
に
す

る
時
代

で
あ

る
。

五

十
才

六
十
才

を

想
像

す

べ
き
必

然
性

は

あ

る
ま

い
。

こ

の

元
首

以
外

は
、

歌
集

全
体

に

亘

っ
て
、

(
後
述

の
如

く

そ

こ
に
は
多

分

に
虚
構

が
あ

る
と
し

て
も

)

い
か
に
も

明

る
く
若

々
し

い
恋

歌

の
贈
答

が
圧
倒
的

多
数

を
占

め
て

い
る

こ
と
も
考

慮

し

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
。

作
者

の
年
令

を
推

し
測

る

に
、

か
り
に
寛

弘

六
年

三
十

五
才

と
仮

定

す

れ
ば

、
天

延
三
年

(
九
七

五

)
生

れ

で
あ

り
、

四
十

五
才

と

す
れ

ば
、

唐
保

二
年

(
九

六
五

)
生

耽

で
あ
る
。
為

信

は

お
そ

ら
く

こ

の
間

の
出

生

で
あ

ろ
う
。

三

以
上

の
事

を
念

頭

に
置

い
て
、

こ

こ
で
は

一
旦
調

査

の
方
向

を
変

え
、

記

録

を
調

べ
る

こ
と
に
し

よ
う
。

「
為
信

」

の
名

が
現

れ
る

の
は

、
管

見

で

は
左

の
如

く

で
あ
る
。

*
は
す

で
に
岡

一
男

氏

が
指
摘

せ

ら

れ
た
も

の
。

1

(
前
略

)
為
信

等
為

蔵
人

(
天

暦
御
記

康

保

二
年

正
月

十
七

日

)

*

2

従

五
位

上
越

後
守

藤
原

為
信

(多
武

峰

略
記

下
安

和

元
年

)

*

3

右

近
将

監
小

野
為

信

(
小
右

記
寛

和
元

年

二
月

四

日

)

4

勤

学
院

別
当

民
部

大

丞
藤
原

為
信

(朝

野

群
載

七
、

寛
和

二
年

十

二
月

二

十
日
書

状
筆

者

)

*

5

去
十
日
常
陸
為
信
朝
臣
出
家
云
々

(小
右
記
永
延
元
年
正
月
十
三

日
)

6

(上
略
)
差
使
合

(令

力
)
弔
問
弔

(使
力
)
為
信

(小
右
記
永

延
二
年
八
月
三
十
日
)

7

以
刑
部
丞
為
信
令
奉
摺
袴
於
摂
政
殿

(小
右
記
正
暦
四
年
四
月
十

五
日
)

8

左
衛
門
志
為
信

(小
右
記
長
徳
二
年
五
月
四
日
)

9

伴
為
信

(権
記
、
長
保
二
年
七
月
廿
七
日
、
相
撲
人
)

10

施
薬
院
史
生
小
槻
為
信

(権
記
長
保
三
年
二
月
廿

一
日
)

11

少
外
記
為
信

(権
記
長
保
三
年
十
二
月
二
十
日
)

12

広
田
使
為
信

(関
白
記
寛
弘
三
年
八
月
十
五
日
)

招

図
書
助
良
寄
為
信

(権
記
寛
弘
四
年
二
月
廿
八
日
)

14

飛
弾
守
藤
原
為
信

(小
右
記
長
和
二
年
正
月
廿
四
日
)

15

大
隅
守
清
原
為
信

(小
右
記
長
和
二

・
三
年
条
二
頻
出
、
三
条
天

皇
侍
医
力
)

又
、
尊
卑
分
脈
に
も

「為
信
」
の
名
は
か
な
り
多
い
。
平
安
時
代
の
も

の
の
み
掲
出
す
れ
ば

16

藤
原
為
信
、
関
白
道
兼

の
曽
孫
、
従
五
位
下
尾
張
権
守
隆
綱

(永

承
二
年
三
月
卒
)
の
男
。

17

藤
原
為
信

従
五
位
下
、
関
白
道
兼
男
、

一
名
兼
信
。

18

藤
原
為
信

左
衛
門
尉
出
雲
守
、
良
門
系
、
為
頼

(紫
式
部
の
伯

父
)
五
代
孫
、
佐
渡
守
従
五
位
為
兼
男

19

藤
原
為
信

筑
後
守
従
五
位
下
、
魚
名
系
、魚
名
曽
孫
弘
親
の
男
。

20

藤
原
為
信
。
従
五
位
下
、
大
舎
人
允
、
真
作
系

従
四
位
下
備
後

守
方
隆

(長
徳
四
年
卒
)
の
孫
棟
綱

(従
五
位
下
大
学
允
)
の
男
。
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21

藤
原

為
信

従

五
位

下
中

務
丞

、
貞

嗣
系

、
従

五
位

下
元

官
為

頼

男

、

河
内

守

正
五
位

下

経
国

(
寛
治

七
年

卒

九
十
余

才

)

の
弟

。

22

大

中
臣
為

信

小

一
条
院

々
司
、

石
見
守

従

五
位
下

、
能

宣

の
男

宣

理

(
左

近
将

監
左

衛

門
大

尉

)

の
男

。

23

藤

原
為
信

紫

式
部

の
祖
父

、
従

四
位

下
、
常

陸
介

、

右
馬

頭
、

右
近

少
将

、
長
良

系

、
従

二
位
民

部
卿

権
中

納
言

文
範

男
。

右

の
外

に
、
柱

宮
本
道

信
朝

臣
集

52

に
も

「
た
め

の
ふ

の
朝
臣
遠

江

に
な

り

て
く

た
る

に
云

々
」

の
詞
書

が
見

え

る
が
、

こ

れ
は
松
平

本

に

は

「
た

め

な

り

の
朝

臣
」

と

あ

っ
て
問
題

な

の
で
省

く

こ
と

に
す
る
。

以
上

二
十

三
例

の

「
為
信

」
に

つ

い
て

「
為

信

集
」

の
作

者

と
し

て
妥

当

か
否

か
を
検

討

し
て

い
こ
う

。

1

は
蔵

人
補

任

時

期

の
早

い
こ
と
か

ら
失
格

。

2
も
同

様

、
官
位

も
時

期

的

に
や

や
高

す
ぎ

る
。

3

の
右
近

将

監

は
正
六

位
上
相

当

だ

が
、
寛

和

元

年

(
九
八

五

)

で
は
少
し

早

や
す
ぎ

る
。

4
も

正
六
位

下
相

当

で
、

3

と
同
様
。

な
お
岡

氏

は

こ
れ
を
紫

式
部

の
祖

父

か
と

い
わ

れ
る

が
、
次
項

と
時

期
的

に
近
く

同
意

で
き
な

い
。

5
は
永

延
元

年

(九

八

七

)
は
為
信

集

作
者

は
二
十
代

か
三
十
代

の
初

め
で
あ

り
、
出

家

の
蓋

然

性

は
少

い
。

(
こ

の
人
物

は
紫

式
部

の
祖

父

で
あ

ろ
う
。

注

6
参

照

)

6

は
実

資

の

家

人

ら
し

く
、

年
令

的

に
も
支
障

は

な

い
。

7

は
実
資

の
使

者

と
な

っ
て

い
て
6

と
同

一
人

か
。

刑
部

丞

は
六
位

で
あ
り
、

も

し
為

信

集

の
作
者

と

す

れ
ば
正

暦
四

年

か
ら
寛

弘
初

年
ま

で
十
五
年

間

以
上

昇
進

し

な

か

っ
た

こ
と
に

な
る

が
、

そ
れ

は
さ
し

た

る
問
題

に
は

な
る
ま

い
。

少

く
と

も
不

適
格

の
証

拠

は
な

い
。

8

の
左

衛
門

志
為
信

は
、

こ

の
条

の
記
事

に
よ
る

と
、

中
宮

定
子

に
砥

候

し

て

い
た
人

で
、
高

階
家

の
家
人

で
あ

る
。
左

衛

門
志

は
正
八
位

で
あ
る

か
ら

、
寛

弘
初
年

に
蔵

人
任

官
を

期
待

す

る
に

は

官

が
低

き

に
す
ぎ

、
且

つ
定

子
方

の
人
物

が
そ

の
様

な
昇
進

を

期
待

で
き

る
時
勢

で
も

な

か

っ
た
だ

ろ
う
。

不

適
格
。

9
は
相
撲

人

で
論
外
。

10
も

施

薬
院
史

生

は
初
位

で
論

外
。

11

の
少
外

記

は
正
七
位

で
、

12

も
お

そ
ら

く
太
政
官

で
あ

ろ
う
。

11
と

12
と

は
同

一
人

で
は

な
か
ろ

う

か
。

13

の
図

書

助

は
正
六

位
下

で
あ

り
、
少

く

と
も
不
適

格

と

は
云
え

ぬ
。

15

は
小

右

記

長
和

三
年

二
月

二
十

六
日
条

に
新

し

く
大
隅

か

ら
放
還

さ

れ
た
と

あ
り

そ
れ

以
後

三

条
天
皇

の
侍
医

を

つ
と

め
て

い
る
。

清
原

氏

で
も

あ

り
、
本

草

学

の
家

の
人

か
。

為

信
集

に

は
思

い
当

る

と

こ
ろ
が
な

い
。
寛

弘
年

間

に
そ

の
名

が
見

え
な

い
の
で
、

そ

の
こ
ろ
流
諦

さ

れ
て
大

隅

に
あ

っ
た

と

も
考

え
ら

れ
、
不

適
格

と
思

わ

れ
る
。

16

は
と
う

て

い
寛

弘
年

代

に
壮
年

だ

っ
た
と

は
思

え
ず
駄

目

で
あ

る
。

17

は
年
代

は

よ

い
が
、
実

は
分

脈
本

文

に
は

「
兼

信
」

と

あ
り
書

入

れ
附
注

に

一
名

「為

信
」

と

い
う
。
兄

弟

み
な
父

の
名
を
受

け

て
、

「
兼
隆

」

「
兼
綱

」

と
あ

る
か
ら

、

「
為

信
」

は

「
兼
信

」

の
誤
写

に
よ

る
も

の

で
あ

ろ
う
。

一
名

「
為

信

」

の
書

入

れ

は
前

田
家

本

、
内

閣

文
庫
本

に
は
見

え
な

い
と

い
う

か
ら
な

お

さ
ら

で
あ

る
。

18

は
年
代

が
下

り
す

ぎ
る
。

19

は
奈

良
時

代

よ

り
四
代

に
す

ぎ
ず

、

時
代

が
遡

り

す
ぎ

る
。

20

は
逆

に
下

り
す

ぎ
る
。

21

は
兄
経
国

の
卒

年
令

か
ら
推

し
て

、
為

信

の
出
生

は
寛

弘

ご
ろ

ら
し
く

不
適
。

22

は
時
代

的

に

難

点

は
な

い
。

23

は
も

ち
ろ

ん
不
適
。

岡
氏

の
為

信
集
作

者

は
紫
式

部

の

祖

父

で
は
な

い
と

の
説

は
、

こ

の
面

か

ら
支
持

さ
れ
る
。

以
上

結

局
残

っ

た

の
は
、
6

7
11

12
13

14
22

の
七
例
。

こ

の
中

、
13

と
22

は
各

別

人

で
あ

ろ
う

が
、
6

11
と

11
12

は
各

同

一
人

の
公
算

が
大

き
く

、
ま

た

こ

の
両
者

も
、

さ
ら

に
14
も

す

べ
て
同

一
人

か
も
し

れ
な

い
。
勿
論

そ
う

で
な

い
と

も

云

え
る

の

で
、

け

っ
き
.座
く
残

っ
た
藤
原

為
信

が

一
人

か
二
人

か
三

人

か

に

つ
い
て

の
判
断

は
保

留
す

る
外

は
な

い
。

又
他

の
二
入

を
加

え

た

こ



の
三
人

乃
至

五
人

に

つ
い
て
も

、
蔵

書
家

だ
か

ら
と

て
直

ち
に

13

の
図

書

助

の
良
容

氏

に
結

び

つ
け

た

り
、
歌

人

と

い
う

こ
と

で

22

の
大

中

臣
能

宣

の
孫

に
目
を

つ
け
た

り
す

る

わ
け

に
も

い
く

ま

い
。
決
定

は
困

難

で
あ

る
。

四

為

信
集

中

に
は
、

す

で
に
先

人

に

よ

っ
て
指
摘

さ

れ

て

い
る
様

に
、
源

氏
物

語

の
内

容

と
密

接

な
関
係

の
あ

る
歌

が
多

く
見
出

さ
れ
る

。

そ

れ

が

源
氏

物

語

の
源
泉

と

な

っ
た

の

か
、
逆

に
源
氏

物

語

を
模
倣
し

た

の
か

が

問
題

で
あ

る
。

以

下

、

そ

の
個

所

を
家
集

の
配
列
順

に

あ
げ
て

検
討

を
加

え

る
。

(
A

)

わ

す

れ
じ

と
ち

ぎ
り

わ

た
り

け
る
女

の
も

と

に
、
藤

の
花

に

つ
け

て

3

あ

き

に
な

れ
ば

た

つ
な

り
に

け
り

い
か

に
そ

や

ち
ぎ

り
し

ふ
じ

の

う

ら
は

な

れ
と
も

返
し

4

ち

ぎ

り

て
し

ふ
じ

の
う

ら
は

・
い

つ
と

な
く

と

き
は

の
ま

つ
に

か

け

て

こ
そ
み

れ

源

氏
物

語

藤
裏

葉

の
巻

名

は
、
頭

中
後

が
後

撰
集

春

下
よ

み
人

し
ら
ず

「

春

日

さ
す

藤

の
裏
葉

の
う
ら

と

け

て
君
し
思

は

.・
わ

れ
も

た
の

ま
ん
」

の

歌

を

口
ず

さ

む

こ
と

に
も

と
つ
く
。

こ

の
3
4
も

右

の
古
歌
を

踏

ま

え
た

も

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で

「
藤
裏

葉

」

の
語

を
和

歌

に
用

い
る

例

は
、
国

歌

大

観
正
続

中

、
他

に
万
葉
集

三

五
〇

四

と
後
世

の
千

五
百
番

歌

合

に

一

首

あ

る

の
み

で
あ

る
。
紫

式
部

は
万
葉
集

は
ほ

ん
の
少

し
し
か
読

ん

で

い

(
7
)

な

か

っ
た

と
思

わ

れ
る

の
で
、
後

撰
集

に
拠

っ
て

い
る

こ
と
明

ら
か

で
あ

る
が

、
為
信

集

も
ま

た
全

く

同
様

の
珍

し

い
発

想

に

立

っ
た
も

の

で
あ

る

上

に
、

「
ち

ぎ
り
」

の
語

の
あ

る

と

こ
ろ
、
夕

霧

と

雲
井

雁

の
面
影

が

濃

い
の
で
あ

る
。

(
B

)

は

つ
ゆ

き

ふ
る
日

、
と

こ
な

つ
に
さ
し

て

9

お

も

ひ
や
れ

つ
ま
な

き

や
ど

の
と

こ
な

つ
に

は

ら
ひ
も
あ

へ
ず

け

さ

の
あ
は

ゆ
き

こ
れ
は
帯

木

巻

の

山

が

つ
の
垣

ほ
荒

る
と
も

を
り
/
＼

に
あ

は
れ

は

か
け
よ

な

で

し

こ

の
露

う

ち

は
ら

ふ
袖

も
露

け
き

と

こ
な

つ
に
嵐
吹

き

そ

ふ

あ
き
も

来

に
け

り

を
思

わ

せ
る
。

尤
も

こ
の
種

の
歌

想

は
多

く
、
直

接
関

係

を
想
定

す

べ
き

必
然

性

に
は
欠

け

る
。

(
C

)

マ

マ

し

ふ
と

も

か
た
り

る
女

に
、

こ
と
な

る
事

な
き

お
と

こ
と

ふ

し

た
る
を

聞
侍

て
、

に

く

け
れ

は

20

し

ふ
と

み
し

ね
た

さ
も

ね

た
じ

は

・
き

・
や
人

と

ふ
せ

や

の

つ
ま

と

き
く
/
＼

返
し
.

21

は

、
木

、
や
人

と
ふ

せ
や

に
あ
ら
ず

と
も

た
れ
か
は
き

み
に
し

ふ

を

と

.・
あ
ん

こ

れ
は
有

名

な

帯
木

巻

の

数

な
ら

ぬ
伏
見

に
生

ふ

る
名

の
う
さ

に
あ

る
に
も

あ

ら
ず

き
ゆ

る

帯

木

に
似
る
。

「
は

・
き

・
」

の
語

は
正

続
国

歌
大

観

に
よ

れ
ば

、
源

氏
以
前

8



で
は

、
元
良

親

王
御
集

に

「
は

・
き

ぎ
を

君

が
す

み

か
に

こ
り
く

べ

て
絶

え

じ
煙

の
空

に
立

つ
名

は
」

の

一
首

あ

る

吟
み
。

こ

の
歌

は
為

信
集

と
比

べ
て
、
源
氏

と

の
近
似

性

は
弱

い
。

用
例

の
珍

し

さ
や

「
ふ

せ
や
」

と

の

組
合

せ

か
ら

み
て
も
為

信
集

と
源
氏
物

語

と

の
関
係

を
想

定

す
る

の
は
自

然

で
あ

る
。

(
D

)

お

ぎ

の
は
を

、

む
し

の
む
す

び

た
る

や
う

に
し

た
る
を

、

あ

る
お

と

こ
、
を

か
し

き
物

哉

と
て

と
ら
す

れ
ば

、
何

に

か
を

か
し

き
と

て
す

つ
れ
ば
、

か
く

い
ふ

34

む

し

だ
に
も

ゆ

へ
こ
そ
見

ゆ
れ
な

ど
か

き

み

お
ぎ

の
は

を

だ
に
む

す

ば

ざ
る

べ
き

返

し

35

か

い
ね
ぢ

て
む
す

ば

ん
事

は
こ

と
か
す

か

な

か
/
＼

に
こ
そ

な

み

(
イ

「
さ
」

)
け

な
く

な
れ

こ

れ
は
、

夕
顔

巻

の

「
ほ

の
か
に
も
軒

端

の
荻

を
結

ば
ず

は
露

の
か
ご

ど

を
何

に

か
け
ま

し
」

を
思

わ

せ
る
。

「
軒

端

の
荻

を
結

ぶ
」

の
語

が
、
男

女

関
係

の
比
喩

と
し

て
用

い
ら
れ

て

い
る
点

も

共
通

す

る

の
で
あ

り
、

こ

の
様

な
用

例

は
三
代

集

に
他

に
見
当

ら

な

い
様

で
あ
る
。

両
者

の
直

接
関

係

が
浮

び
上

る
材
料

と

い
え

よ
う
。

な
お

こ

の
場

合

34

の
詞
書

に

「
あ

る
お

と

こ
」

と

あ
る

が
、
贈

答

の

内
容

か
ら

み
れ
ば

、
35

は
女

の
歌

で
あ

る

か
ら
、

こ

の

「
お

と

こ
」

は

、

為

信

自
身

と
見

ら

れ
る

の

で
あ

り
、
作
者

が
自
身

を
客
観

視

し
、
物

語
化

し

た
跡

が
歴

然

と

し
て

い
る

こ
と
が
注

目
さ

れ

る
。

(
E

)

し

の
び

て
あ

か
ず

お

ぼ
ゆ

る
人
を

・
き

て
お

や

の
御

と

も

に

と

お
き
井

中

に
ま

か
り

下

て
、
す

な

は
ち
、

人
を

あ
げ

て

4142

い

つ
し

か

と

ま

つ
ほ

ど

に

、

か

へ
り

き

た

る

を

み

れ

ば

、

や

り

し

文

も

ぐ

し

て

、

こ

れ

な

ん

た

て

ま

つ

れ

と
侍

し

と

て

、

か

み

の

は

し

に

、

し

ぬ

と

て

か

き

つ
け

た

り

け

る

草

の
葉

に
ち

ぎ
り
を

き

て
し
露

の
み

の
た
え

て

き

え

ぬ
る
け

ふ

は

し

ら
じ

な
こ
れ
を
見
侍

に

い
み
し

う

(
天

「
あ

は
れ

に
」

)

か
な
し

ケ

(
く

)
て
も

て
か

へ
り

た
る

文

や
る

(
く

)
と
て

も

し

ほ
ぐ

さ

や
く

に
ぞ
ま

さ

る
わ

が
こ

・
ろ
身

よ

り
け

ぶ
り

の
た

・
ぬ
は

か
り
そ

四
月

つ

い
た
ち

こ
ろ
、
夢

に
郭

公

の
ま

つ
に

ゐ
た
る

を
見

れ

は
、

羽
に

あ
を
き

し
き

し
を

む
す

ひ

つ
け

た
り
、

と
き

と
り

て
み
れ
ば
、

な
く

な
り

た
ま

ひ
に

し
お
や

の
御
手

に
て

43

し

で

の
や
ま

か

へ
ら

ざ
り

け
る

み
ち
な

れ
ば

こ
と

か

た
ら

へ
ど

こ

と

つ
く
る

か
な

こ
の
42
43

は
幻
巻

の
源

氏

が
紫

上

の
消
息

を
焼

く

と

こ
ろ

の

「
死

出

の
山

越

え

に
し
人

を

し
た

ふ
と

て
あ
と

を

み

つ

・
も

な

ほ
ま
ど

ふ

か
な
」

「
か

き

つ
め

て
見

る
も

か

ひ
な

し
も
し

ほ
ぐ

さ
同

じ
雲

ゐ

の
煙

と
を

な

れ
」
と

似

る
。

正
続

国
歌

大
観

に

は
、
源
氏

以
前

で
は

「
も

し

ほ
ぐ

さ
」

「煙

」

を

こ

の
様

な

死
者

の
消

息
を

焼

き
す

て
る
場
合

に
用

い
る
例

は
他

に
見

当

ら

な

い
。

和
泉

式
部

集

に

こ

の
二
語
を

用

い
る
例

が

三

つ
あ
る

が
、

そ
れ

も

死
者

の
消
息

で
は
な

い
。

「
死

出

の
山
」

の
語

は

、
41

42

の
贈
答

と

は

別

の
43

に
あ

る

の

で
別

に
考

え

る
要

が
あ

る
か
も

し

れ
な

い
が
、

形

の

一

致

は
見

遁

せ
ま

い
。

源
氏

と

の
直
接

関
係

を
想

定

さ
せ

る
材

料

の

一
で
は

9

σ

1



あ

る
ま

い
か
。

(
F

)

し

の
び

て
あ

ひ

て
侍

し
女

の
。

よ

り

と

(
う

)

か
レ

(
も

)

し

と

凱

(
ナ

シ

)

ひ
て

54

み

や
し

け
ん
見

ず

や
な

り
に

し

ゆ
め

の
よ

の

ゆ
め

が
た
り

せ
し

人

を

た

つ
ぬ

る

返

し

-

52

う

た

・
ね

の
見

は

て
ぬ

ゆ
め

の

こ

・
ち

し

て
か

た
り
あ

は

す
る

人

だ
に

ぞ
な

き

(校

異

、

天
理

本

)

こ

の
二
首

は

明
ら

か

に
伊

勢
物

語
斎

宮

段
の
模
倣

の
跡
を

示
し

て

い
る
。

源

氏
物

語

の
源

氏

と
藤
壺

と

の
関
係

も
業

平

と

二
条
后

と

の
関
係

に

ヒ

ン

ト

を
得

た

と

の
説

も
有

力

で
あ
る

か
ら

、
そ

れ

の
み

な
ら

ば
、
為

信
集

と

源
氏

と

の
直

接
関

係

を

い
う

わ
け

に

は

い
か
ぬ
。

し

か
し
、

源
氏

若
紫

巻

の
源

氏

と
藤

壷

と

の
密

会

の
折

の
唱

和

、

「
見

て
も
又
逢

ふ
夜
ま

れ
な

る

夢

の
う

ち

に
や

が

て
ま

ぎ

る

・
我

身

と
も

が

な
」

「
世
語

り
に
人

や
伝

へ

ん
た

ぐ

ひ
な

く
う

き
身

を

さ

め
ぬ
夢

に
な

し

て
も
」

と

の
、
密

通

と

い
う

状

況

の

一
致

、
用

語

の
類
似

性

は
、

深
浅

、
巧

拙

の
差

こ
そ

あ

れ
注

目

に

値

い
す

る
も

の
が
あ

り
、
偶

然

と

は

い
い
切

れ
な

い
で
あ
ろ

う
。

(
G

)

御

さ

と

は

い
つ
く

そ
と

・
へ
ば
、

そ

こ
は
か
と
も

な
し

、
あ

ま

の
や
う

に

な
ん
あ

る
(
そ

)
と

か
　

せ

ば

74

わ

た

つ
み

の
そ

こ
と
も

し
ら

ぬ
あ

ま
な

れ
ば

、
も
し

ほ

の
け

ぶ
り

た

・
ば

た

つ
ね
む

(返
歌

略

)

詞
書

に
あ

る
女

の
言
葉

は
、
も

と
よ

り
有

名

な
古

歌

「
白
波

の
よ
す

る
な

ぎ

さ

に
世

を

つ
く
す

あ
ま

の
子

な

れ
ば
宿

も
定

め
ず
」

(和

漢
朗

詠
集

下

雑

)
に
よ

っ
て

い
る

が
、
夕

顔

の
巻

に
、
某

院

に
宿

っ
た
朝

、

源
氏

が
女

に
名

を
明

か
せ

と
促

す
と

、
女

が

「
あ
ま

の
子

な
れ

ば
」

と

の
み
答

え
る

条

に
彷

彿

た
る
も

の
が
あ

る
。

偶
然

の

一
致

で
は
あ

る
ま

い
。

(
H

)

ま
た

し

の
び

て
物

い

ひ
し

人

の
、
見

つ
け

て

い
ひ
け

れ
ば

、

た
え

て

あ
は

で
、
も

の
こ
し

に
あ

ひ

た
り
け

る
、

き

ぬ
を

ひ

か

へ
た
り
け

る
を

、

ぬ
ぎ
す

て

・
い
り
け

れ
ば

95

い
ま

さ
ら

に
身

の
し

ろ
こ

ろ
も

た
か
は

ら

て
を

も

と

口

(
イ

「

ほ
り
」

)

せ
る

つ
み

は
お

ひ
に

き

か

へ
し

(
96
略

)

又
、

人
を

と

ら

へ
た
る

に
、
き

ぬ
を

ぬ
ぎ

す

て

・
い
り

た
る

を

97

つ
れ

な
き
を

お

も

ひ
わ
び

て
は

か
ら

こ
ろ

も

か
へ
す

に

つ
け

て
う

ら
み

つ
る

か
な

こ
れ

は
、

例

の
空
蝉

巻

、
光

源

氏

が
空
蝉

の
寝

所

へ
忍

び
入

る
と

、
彼
女

は
衣

を
脱

ぎ
す

て

・
逃

れ
る

一
条

に
似

る
。

ま

た

97
は
玉
蔓

巻

の
末
摘

花

が
光

源

氏

に
お
く

っ
た
歌

「
き

て
み
れ

は
う
ら

み
ら

れ
け

り
か

ら

こ
ろ
も

か

へ
し

や

り
て
む
袖

を

か
く
し

て
」

と
も
類
似

性

が
強

い
。

偶
然

と

は
云

い
切

れ
ま

い
。

つ
ぎ

に
、

こ
れ
に
続

く
部
分

(
1

)

あ
る
を

ん
な

、
あ

は
ん

と

い
ひ
た

る

に
、
さ

は
る
事

な
ん

あ

る
と

い
ひ
た
れ

ば
、

は

や
う

ひ
る
を

く

ひ
た

り
け
る

と
き

・

て

.

10



98

よ

ひ
の
ま

の

つ
ゆ
に

ぬ
れ

た
る

わ
が
そ

で
を

、

ひ
る

ま
を

ま
た

ん

ほ
ど
ぞ

ひ
さ
し

き

こ
れ

は
す

で
に
先

人

に
よ

っ
て
指
摘

さ

れ
た
通

り

、
帯
木

巻

雨
夜

品
定

め

の

「
ひ
る
食

い
女

」

に
お
く

っ
た
式

部

丞

の

「
さ

・
が
に

の
ふ
る
ま

ひ
し

る
き
夕

ぐ

れ
に

ひ
る
ま

す
ぐ

せ

と

い
ふ
が
あ

や
な

き
」

に
酷
似

す

る
。

「

ひ
る
」

と

い
う
す

こ
ぶ
る
特

異
な
材

料

が
、
共

に
局
限

さ

れ
た
同

一
状
況

下

に
同
様

の
モ
チ
ー

フ
と
し

て
取

扱
わ

れ

て

い
る

事

は
、

と
う

て

い
偶

然

と
は
云

え

な

い
。

両
者

を
媒
介

す

る
他

の
第

三
資

料

が
見

つ
か
ら
な

い
か

ぎ
り

は
強

い
直
接

関
係

を
考

え

る
外

な

い
。

こ

と

に
、

こ
の
辺
り

95
97

98

と
連
続

し

て
空
蝉

、
帯

木

の
三
個

所

に
類
似
点

が
見

ら
れ

る

の
も

、
両
者

の
直
接

関
係

を
想

定
す

る
為

の
有

力

な
材
料

で
あ
る
。

物

い
ふ
人

と

か
く

れ

た
る
を

、
五
節

の
所

に
て
見

つ
け

て
、

あ

ふ
ぎ

に
あ

か

つ
き
を

と
り

て
、

又

の
日

雲

の
上

に
か

く
れ

し

か

・
る

日
か

け
そ

ふ
あ

り

あ
け

の
月

の
ほ

ー

の

か
に
そ

見
し

詞
書

に
意
不

明

の
と

こ
ろ
が
あ

る

が
、

「
あ

ふ
ぎ

に
あ

か

つ
き
を

」

は

「

あ

ふ
ぎ
を
あ

か

つ
き

に
」

の
誤

り

で
あ

ろ
う

か
。

五
節

を
花

の
宴

に
代

え

れ
ば

、
そ

の
ま

・
源
氏

と
扇

を

と
り

か
え

た
朧

月
夜

の
女

の
姿

が
浮

び
上

る
。
朧

月
夜

は

「有

明

の
君

」

と
作

者

に
よ

っ
て
呼

ば

れ
て
お

り
、
契

り

を
交

し
た
数

日
後

、
源

氏

の
藤
壺

の
局

を
訪

れ

て
、
女

の
手

を
捉

え

、

「

あ

つ
さ
弓

い
る

さ

の
山

に
ま
よ

ふ

か
な

ほ
の
み
し
月

の
影

や

み
ゆ

る
と
」

と
歌

い
か
け

る
歌

詞

の
細
部

ま

で

一
致

し

て

い
る
。
偶

然

で
は
あ

る
ま

い
。

あ

る

女

の
も

と

に

、

お

と

こ

の

文

あ

り

と

て

、

こ

れ

は

こ

と

ひ
と

の
も

と

に
あ

る
な

り
と

い

ひ
や
る

わ

づ
ら

わ
し

こ

の
は
し

た
れ

か
わ

た
す
ら

ん

な
を

か

つ
ら

き

の

か

み
と

こ
そ

み
れ

返

し

神

な
ち

ぬ
人

は

わ
た
さ

ぬ

い
は

・
し
を

ふ
み

た
が

へ
て
も

見

え

に
け

る
か
な

「
葛
城

の
神
」

は
、

夕
顔

の
巻

に
、

惟
光

が
夕
顔

の
宿

の
偵

察

結
果
報

告

の
言
葉

の
中

に

(
女
房

た
ち

が
)
打
橋

だ

つ
も

の
を
道

に

て
な

む

か
よ

ひ
侍

る
。

い
そ
ぎ

く

る
者

は
衣

の
裾

を
物

に

ひ
き

か
け

て
、

よ
う

ぼ

ひ
た

ふ
れ

て
、
橋

よ

り
も
落

ち

ぬ
べ
け

れ
ば
、

「
い
で

こ
の
葛
城

の
神

こ
そ

さ
が
し

う
し

お
き

た
れ
」

と

む

つ
か
り

て
、
物

の
ぞ
き

の
心

も

さ
め

ぬ
め

り
。

と
あ

る

の
に

か
な
り
似

て

い
る
と

云

え
よ
う
。

鵬

の
歌

詞

に

「
ふ
み

た
が

へ
て
も
」

と
あ

る
と

こ
ろ

が
、
単

に
葛
城

神

の
伝

承

の
み
に
基

い
て

い
る

と
思

え

な

い
点

が
あ

る
。

、
あ
る

お
と

こ
、
女

の
も

の
な

ど

い

へ
ど
、

さ
す

が
に
心

つ
ま

き

に
や

ら
ん

と

て
、

さ
す

が

に
は
な

び
く
も

の
か
ら
な

よ

た
け

の
お

る

・
こ

・
う
も
見

え

ぬ
き

み
か
な

こ
れ

は
希

木
巻

、
空

蝉

と

の
情

交

の
条

に

「
人

が
ら

の
た
を

や
ぎ

た
る

に

強

き
心

を
し

ひ
て
加

へ
た

れ
ば
、

な
よ
竹

の
心

地

し
て

、
さ
す

が

に
折

る

べ
く
も

あ

ら
ず
」

と
あ

る

の
に
さ

な

が
ら
で

あ
る
。

強

い
類
似

性

が
あ

る

11

 

亀



と

い
え
る
。

又

こ

こ
で
も
、
作

者

が
自
己

を

「
あ

る

お
と

こ
」

と
物

語
化

し

て
表
現

し

て

い
る

こ
と

が
気

附

か
れ

る
。

五

以
上

、
為

信
集

中

源
氏
物

語

と

の
関

係

が

か
な

り
強

く
想

定

さ
れ

る
個

所
を

あ
げ

た

の

で
あ

る

が
、
そ

の
類
似

点
を

、王
た

る

モ
チ

ー

フ
と
共

に
表

示
す

れ
ば
左

の
通

り
で
あ

る
。

(為

信
集
番

号

)

(
モ
チ
ー

フ
)

(源

氏
巻

名

)

藤

の
う
ら

は

と

こ
な

つ

は
は
き

ぎ

荻

の
葉

に
む
す

ぶ

・
ち
ぎ

り

も
し

ほ

や
く

・
死

出

の
山

夢

・
世
語

り

あ
ま

の
子

衣
を

脱
ぎ

す

べ
る

唐
衣

返
す

・
う

ら

む

ひ
る
く

ひ

扇

有

明

の
月

葛

城

の
神

・
ふ

み
た

が

へ

な
よ
竹

の
折

る

・
心

藤
裏
葉

帯

木

夕

顔

幻若

紫

夕

顔

空

蝉

玉

婆

帯
.
木

花

宴

夕

顔

帯

木

右

に
よ

っ
て
ま

つ
目

に

つ
く
事

実

は
、
第

三
部
宇

治

十
帖

の
巻
名

が
見

当

ら
な

い
こ
と
と
、

第

二
部
も

幻
巻

の

一
条

の
み

で
あ

る

こ
と
、

さ
ら

に

第

一
部

と

て
も

、
帯

木
四

、
空

蝉

一
、
夕
顔

三
、
若

紫

一
、
花

宴

二
、
玉

髪

一
、
藤
裏

葉

一
と

い
う

数

に
明
ら

か
な
様

に
、

そ

の
冒

頭
部

分

に
集
中

し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
は
源
氏

と
為

信
集

と

の
先
後

関
係

の
推
定

に

か
な
り
役

立

つ
。

即

ち
、

も
し
源

氏
物

語

が
、
為
信

集

の
後

に
出
来

上

っ
た
も

の
な
ら

ば
、
紫
式

部

は
為
信

集

の
材
料

を
、
第

元
部

冒
頭

、

お
そ

ら

く
は
執
筆

当
初

に
当

っ
て
集

中
的

に
用

い
た
と

い
う

こ
と
と

な
る
。

こ

れ

は
不
自
然

で
あ
る
。

第

一
に

は
、
先
述

の
如

く
為
信

集

は
寛

弘
六
年

以

後

成

立

は
ほ
ぼ
確
実

で
あ

り
、
源

氏
物
語

の
少

く

と
も
若
紫

巻

以
前

は
寛

弘
五

年
十

一
月
以
前

成

立

は
確
実

で
あ

る

か
ら

で
あ

る
。

ま

た

つ
け
加

え

て
云

え
ば

、
も

し
式

部

が

こ

の
様

な
小

さ
な
家
集

か
ら
連
続

的

に
取

材
利

用
す

る
な

ら
ば

必
ず

や
不

自
然

な
作

為

の
跡

が
見

え
る

は
ず

で
あ

ろ
う

が
、
逆

に
、

こ
れ
ら

の
個
所

は
、

源
氏
物

語
中

で
も

と
く

に
す

ぐ
れ

た
面

白

い
個
所

な

の
で
あ

る
。

そ
れ

は
式

部

が
そ

の
才
能

を
何
物

に
も

と

ら
わ

れ
ず

自
由

に
発

揮
し

た
為

と
解
す

べ
き

で
あ

る
。
又

さ
ら

に
、
為

信
集

を

先

と
仮
定

す

れ
ば
、
式

部

は
何

故
執

筆
当

初

の
み

こ
れ
を

頻

々
と
利

用
し

て
、
後

に
は
全

く
見
向

き
も

し

な
く
な

っ
た
か
諒
解

に
苦

し
ま

ざ
る

を
得

な

い
。

逆

に
源

氏

が
先

で
為

信
集

が
後

と
考

え

れ
ば
、

す

べ
て
は
解

決
す

る
。

察

す

る

に
、
為
信

が
寛

弘

六

・
七
年

ご
ろ
ま

で

に
読

ん
だ
源
氏

物
語

は
完

本

で
は
な

く
、

せ

い
ぜ

い
幻

巻

ま

で
で
、
し

か
も

そ

の
中

に
は
欠
巻

も
多

か

っ
た

の

で
は
な

い
か
。

確

実

に
読

ん
だ

の
は
、

帯

、
空

、
夕

、
若

紫

・

末

・
花
宴

、
玉
婁

・
藤
裏

葉

の
諸
帖

で
あ

っ
た

だ
ろ

う
。

彼

は

と
く

に
そ

の
は

じ

め

の
部
分

の
面

白

さ
に
魅
惑

さ
れ
、
目

に
立

つ
材
料

を
種

に
さ

か

ん
に
歌

を
作

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。
尤

も

そ

れ
ら

の
中

に
は
A

(
3
4

)

・

C

(
20
21

)

・
D

(
34
35

)

・
E

(
41

42
43

)

・
F

(
54
55

)

・
H

(
95

97

)
の
如

き
贈
答
歌

が
あ

っ
て
、

一
見
為

信

一
人

の
虚
構

は
不
可

能

の
様

に
も

見
え

る
。

し
か
し

、
私

は

そ
れ
ら

に
事
実

相

手

が

い
た
か
ど

う
か

あ

12



や
し

い
と
思

う
。

こ

れ
ら

の
贈

答
歌

群

に
は

い
つ

れ
も
個
有

名

詞

が
現

れ

ず

、
そ

の
く
せ
劇
的

な

状
況

が
述

べ
ら

れ
て

い
る

こ
と

は
、

逆

に
彼

一
人

の
創

作

を
疑

わ

せ
る

に
充

分

で
あ

る
。

た
と

え
ば
前

掲

(
E

)

の
贈

答

な

ど
そ

の
好
例

で
あ

ろ
う
。

ま

た
為
信

自
身

の

こ
と
を

29

の
詞
書

に
は

「
た

め

の
ふ
」

と
記

し
、
ま

た
D

・
L

に

は
、

「
あ

る
男
」

と
表

現

す
る
様

な

客

観
化

、
物

語
化

の
跡
も

見

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

蔵

人

に
も

な

か
/
＼

な

れ
な

い
で
、

親

が
死

ね

ば
忽

ち
そ

の
家

も
廃
屋

に
帰

す

と

い
う
階
層

の
人
間

に
し

て

は
、
全
体

に
花

や

か
な
恋

愛
沙

汰

が

満

ち

て

い
る

の
も
奇

妙

と
云

え
ば

云
え

る
。

す

で
に
益

田
勝
実

氏

な
ど
も
、

当
代

の
た

と
え

ば
、

一
条

摂
政

御
集

の
如

き
私

家
集

が
単
な

る
和
歌

の
量

的
集

積

物

で
は

な
く
し

て
、
自

ら

元
つ

の
作

品
と

し

て
意
識
的

に
ま

と

め

ら
れ

て

い
る
も

の

で
あ

る

こ
と
を
説

い
て

い
る

が
、
為
信

集
も

正
し

く

そ

の
種

の
虚
構

に
満

ち

た
、
文
芸

作

品
な

の

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
為

信

の
源

氏

か
ら
取
材

す

る
腕

の

ほ
ど

は
、
し

か
し

、
や
は

り

た

い
し

た
も

の
と
も
思

え

な

い
。

原
作

の
あ

の
香

気

や
深

さ
は

、
す

ご

ぶ
る
平
俗

な

日
常
遊

戯

の
次

元

に
お
し
も

ど
さ

れ
て
し
ま

っ
て

い
る
と

こ

ろ
、
為
信

も

結
局

は
当

代
水

準
線

の
人
間

で
し

か
な
か

っ
た

と

い
う

ほ

か

あ

る
ま

い
。

そ

の
浅

さ

と

日
常

性

と

が
逆

に

こ
れ
ま

で
、
源
氏

の
素

材
と

し

て
見

誤

ら
れ

る
原

因

で
も

あ

っ
た

の

で
あ

る
。

で
は
、
為

信

は
ど

う
し

て
源
氏
物

語
第

三
部

宇
治

十
帖

か

ら

は
取
材

し

な

か

っ
た

の
か
。
端

的

に
云

え

ば
、
そ

の
頃

第
三
部

は
完

成

し

て

い
な

か

っ
た
か
、

あ
る

い
は

た
と
え
完

成

し

て

い
た
と
し

て
も
、

為
信

の
如

き
人

が
読

み
う

る
ほ

ど
に

は
宮

廷

に
流

布
し

て

い
な

か

凶.
た

の
だ

と
思

う
。

文

学

好
き

で

、
人

か
ら

愛
書
家

と
目

さ

れ
、

あ
れ

ほ
ど
面

白

が

っ
て
源
氏

物

語
第

一
部

を
よ

ん

だ
為

信

が
、
第

二
部

を
熱

望

し
た

こ
と

は
無

論

で

あ

ろ
う
し

、
し

か
も

、
な

お
読

め
な

か

っ
た
と

い
う

の
は
、

こ

の
第

三
部

が

た
と
え
出

来
上

っ
て

い
た
と

し

て
も

、

お
そ

ら
く
、

そ

の
欄

筆

は
二

・
三

年

以
上
も

前

の
こ
と

で
は
な

か

っ
た
か
ら

で
あ

ろ
う

。
為

信
集

の
成
立

を

前
述

の
如

く
寛

弘

六
年
夏

か
ら
長
和
初

め
、

お
そ
く

と
も
長

和

二
年
ま

で

の
間

と
考

え

れ
ば

、
源
氏

物
語

全
巻

の
完

成

は
、
お

そ
ら

く
早

く
と
も
寛

弘

五
年
以

降

で
あ

り
、

第

二
部

と
第

三
部

、

と
く

に
宇
治
十
帖

橋

姫
巻

の

改

っ
た
執

筆
態
度

や
、
第

三
部

全
体

の
・王
題

や
内

容

が
第

二
部

ま

で
と

の

間

に

か
な
り
大

き

な
距
離

を
有

す

る

こ
と
を
考

え
る

な
ら

ば
、
私

は

む
し

ろ
、

こ

の
寛

弘
六

・
七

年
ご

ろ
に

は
ま

だ
そ

れ
は
書

か
れ

て

い
な
か

っ
た

様

に
思

う

の
で
あ

る
。

し

か
し
、

こ

の
事

は
為
信

集

の
分
析

自
身

か

ら
は

云

え
る

こ
と

で
は
な

い
。

別

の
機

会

に
改

め

て
考

え

て

み
た

い
と
思
う
。

注1

池
田
亀

鑑
氏

「
源
氏
物
語

の
構
成

と
そ

の
技
法
」
望
郷
八
号
、
同

「為
信

集

の
文
学
史
的
価
値
」
碧
落
四
、
共
に
祖

父
為
信

の
集
と
す
る
説
。
岡

一
男

氏

『
源
氏
物
語

の
基
礎
的
研
究
』
P
42
、
同

『
源
氏
物
語
事
典
』
P

25
、
同

名
異
人
説
。

2

拙
稿

「
花
山
院
研
究

(
そ
の
2
)
」

文
学
研
究
五
八
輯
。

3

藤
本

一
恵
氏

「
小
馬
命
婦
集
に

つ
い
て
」
女

子
大
国
文
十
五
号
、
昭
和
三

十
四
年
十
月

4

藤

原
道
信
女

(
和
歌
文
学
大
辞
典
)
、
高
階

道
順
女

(
紫
式
部
日
記
新
釈

)
な

ど
の
説

あ
り
。

5

岡
氏
前
掲
書
P
52
に
は
紫
式
部

の
近
親
者
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が

他

の
例
に
徴

し
て
も
ほ
ぼ
間
違

い
な

い
ら
し

い
。

6

14
飛
弾
守

は
国
司

で
あ
る
。
岡
氏
は
為
信
集

の
作
者
が
紫
式
部

の
祖

父
で
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な

い

こ
と

の
根

拠

に
二

つ
の
理
由

を

あ
げ

そ

の

一
は
、
為

信

集

中

に

地
方

官

の

生
活
を

お
く

っ
た
形

跡

が
な

い
こ
と

を
指

摘

し
、

常

陸

、

山
城

の
地
方

官

を

つ
と

め

た
紫
式

部

の
祖

父

の
集

で
は

な

い
と

さ

れ
た
。

そ

の
論

に

よ

れ

ば

こ
れ

は
該

当

し

な

い
こ

と
と

な

る

が
、

私

は

や

や
異

論

が

あ

る
。

こ

の
人

物

の
飛

弾
守

が
長
和

二

年

で
、
多

分
為

信
集

成

立
後

と

思

わ

れ

る
点

、

こ

こ

で

は
地

方

官

に

こ

だ
わ

る

必
要

が
な

い
わ

け

で
あ

る

が

、

そ

れ

は
今

別

問
題

と

し

て
お

く
。

問

題

は
岡

氏

の
云

わ

れ
る

様

な

、
地

方

官

を
勤

め
た

人

の
家

集

に

必

ず
そ

の
事

を
察

せ
し

む

べ

き
材

料

が

な

け

れ
ば

な

ら

ぬ

か
ど

う

か

で

あ

る
。

三
十

六

歌
仙

あ

る

い
は
中

古

三

十

六
人

歌

仙

の
中

、
専

任

地

方
官

の

経

歴

を
有

し
な

が

ら

、
家

集

に

そ

の
事

に

つ

い
て
全

く

ふ

れ

な

い
、

あ

る

い

は

そ

の
事

を

察
知

せ
し

め
な

い
作

者

と
し

て
、

敏

行

(出

羽
介

、

太
宰

少

弐

因
幡

守

)

・
宗

干

(丹

波

権
守

・
摂

津

権
守

・
相

模
守

・
伊

勢

権

守

)

・
信

明

(若

狭

・
備

後

・
信

濃

・
越
後

・
陸

奥
各

守

)

・
興

風

(下

総

・
上

総

各

大

操

)

・
是

則

(大

和

大

縁

・
加

賀

介

)

・
能

宣

(讃

岐
権

操

)

・
実

方

(

備
後

介

・
播
磨

権

介

・
陸

奥
守

)

・
公
任

(讃

岐

・
備

前

各

守

)

な

ど

が
あ

る
。

そ

の
他

の
歌

人

で
も

、

歌
集

中

に

占

め

る
地
方

生

活

に

関

す

る
歌

は
極

め

て
少

数

で
あ

る

の
が
普

通

で
あ

る
。

都
市

貴

族

と

し

て

の
彼

等

の
性

格

か

ら

み
て

、

こ
れ

は
当

然

で
あ

る
。

為

信

集

は
歌

数

も

元
六

五

首

と

か

な
り

多

い
と

い
え

る

が
、

大

部

分

は
恋

愛
歌

で
、

前
述

の
様

な
文

学

的

意
識

の
強

い

も

の

で
、

主
題

的

な

偏

り

も
あ

る
。

詠

作

時

期

の
問

題
も

あ

る

こ
と

で
は

あ

る

が
、

右

の
点

か
ら

は

紫
式

部

の
祖

父

の
作

で

は
な

い
こ

と

の
理
由

と
す

る

に

は
不

十

分

な

の

で
あ

る
。

な

お

つ
い

で
な

が

ら
述

べ
て

お
く

と
、

岡

氏

が
非

紫

式
部

祖

父

論

の
根
拠

と

し

て

あ
げ

ら

れ

る

二
条

の
中

、
残

っ
た
他

の

一
つ
の
理

由

も

、

や
は

り
賛

成

で
き

な

い
。

岡

氏

は
紫

式

部

の
祖

父

為

信

の
死
残

年
代

を

天

元

五

年
十

二
月

二
日

(為

頼

が
左

衛

門
権

佐

と

な

っ
た
日

)
か

ら
ま

も

な

く

と
推

定

さ

れ

る

が
、

そ

れ

は
前

記

5

の
永

延

元

年

正
月

十

日

に

「
常

陸
為

信

朝

臣

出
家

」

と

あ

る
記

事

を
見

落

さ

れ

た
為

で
は

あ

る
ま

い
か
。

「
常

陸
」

と
あ

る

か

ら
、

分
脈

の

い
う

「
常

陸

介

」

と
も

西
宮

記

な

ど

と
も

一
致

す

る

の

で
、

こ

れ

が

紫

式

部

の
祖

父

で
あ

る

こ

と

は
間
違

い
あ

る

ま

い
。

従

っ
て

又
、

岡
氏

は
為

信
集

に
亡

父

が
夢

に
現

れ

た
記

事

の
あ

る

こ
と

が
、

長
徳

こ
年

八

十

八
才

ま

で
生

き

た

文
範

を

父

に

も

つ
紫

式
部

の
祖

父

に

は
考

え

ら

れ
な

い
証
拠

と

さ

れ

る

が
、

こ

れ
も

訂

正

を
要

す

る
。

文
範

の
莞
時

、

文
範

の
三

男
為

信

は
僧

侶

の
身

で
は

あ

っ
た
が

、

な
お

六

十
才

ほ
ど

で
生

き

て

い
た
可

能

性

が
十

分

に

あ
る
。

同
名

異

人

と

い
う

結

論

に
於

い

て
は
、

私

は
岡

氏

と
同

じ

で

あ
る

が
、

そ

の
根
拠

は
異

る

の
で
あ

る
。

7

源

氏

物
語

に
見

え

る
万

葉

歌

三

十
四

首

に

つ

い
て
調

べ

る

と
、

そ

の
多

く

は
古

今

六
帖

、
古

今
集

、
拾
遺

集
等

に
見

え

る
歌

で
あ

っ
て
、

万
葉

集

以

外

に
典

拠

を
求

め
難

い
も

の

は
五

首

に
す

ぎ

ず

、
そ

の
中

二
首

は
不

確

か

で
あ

る
。

「
嵯

峨

の
帝

の
古
万

葉
集

を
選

び
か

・
せ

た
ま

へ
る
四

巻

」

(梅

枝

)

な
ど

の
語

も
あ

り

、
紫

式

部

の
読

ん

だ
万
葉

集

は
、
多

く
と

も

三

・
四

巻

を

出

な

か

っ
た

か
と

思

わ

れ
る
。

8

益

田

勝
実

氏

「豊

前

の
作

者
」

日
本

文
学

史

研
究

20
号

、

昭
和

二
八

・
5

14


